
開催場所

募集人数

北海道大学大学院教育推進機構オープンエデュケーションセンター

科学技術コミュニケーション教育研究部門（CoSTEP）　　池田 貴子 特任講師

・野生生物問題で地域住民等へ「伝える」ことに悩んでいる行政機関担当者の方
　（農林課・環境生活課等の担当者、学芸員、動物園・博物館スタッフなど）
・環境系業務で人への伝え方に関心がある方

25名（先着）

帯広畜産大学　総合研究棟Ⅰ号館2階 E2503室

対象者

講師

申込方法

二次元コードまたはURL よりアクセスし、
募集要項をご確認の上同ページ申込フォームより
お申し込みください。
https://www.obihiro.ac.jp./facility/ccae/echino

希望される方には、（一社）建設コンサルタンツ協会CPD認定プログラム受講証明書を発行します。

帯広畜産大学野生生物保全管理技術養成事業

事務局 帯広畜産大学　教務課社会人教育係　電話：0155-49-5351　メール：rec_kyoumu＠obihiro.ac.jp

　12/9（月）から1/10（金）まで

野生生物と人との軋轢を解消するためには、地域の住民や行政、企業、研究教育機関など様々な
立場のステークホルダー間の円滑な情報伝達が必要不可欠です。
正確な情報や考え方を理解してもらうためのスキルはもちろんのこと、その先の納得につなげる
ための姿勢とコミュニケーションスキルが求められます。
本講習会では、野生生物問題の事例として、公園や住宅地等で生活する「アーバンフォックス」
をテーマに「人に伝える」重要性について学び、協働による野生生物と人との軋轢の軽減、解消
を推進することを目指します。

受講料

無料

～野生生物問題にあるリスクとコミュニケーション～

2025

1 21/
14:00~17:00

火


